
古
河
駐
屯
地
及
び
第
一
施
設
団
（
第
一

施
設
団
長
兼
古
河
駐
屯
地
司
令

平
栗
陸

将
補
）
は
、
六
月
四
日
「
古
河
駐
屯
地
創

立
六
十
三
周
年
・
第
一
施
設
団
創
隊
五
十

六
周
年
記
念
行
事
」
を
挙
行
し
た
。

第 ４５号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｈ ２ ９ ． ７ ． １ ２

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
部
内
外

か
ら
の
多
数
の
ご
来
賓
及
び
隊
員
家
族
や

地
域
の
方
々
、
約
六
千
名
が
駐
屯
地
を
訪

れ
た
。

東
部
方
面
音
楽
隊
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、

観
閲
部
隊
指
揮
官

第
一
施
設
団
副
団
長

寺
西
一
佐
の
指
揮
の
下
、
観
閲
部
隊
百
五

十
六
名
が
参
加
し
整
列
す
る
中
、
執
行
者

で
あ
る
司
令
が
入
場
し
、
記
念
式
典
が
始

ま
っ
た
。

司
令
は
式
辞
の
中
で
「
平
素
は
『
地
域

と
と
も
に
活
気
あ
ふ
れ
る
駐
屯
地
』
を
目

指
し
つ
つ
、
『
各
種
事
態
等
に
適
切
か
つ

万
全
な
態
勢
を
も
っ
て
対
応
す
る
』
こ
と

で
国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
つ
つ
、
日
夜

訓
練
等
に
取
り
組
み
、
よ
り
一
層
邁
進
し

て
い
く
。
」
と
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
車
両
八
十
七
両
が
参

加
し
、
各
部
隊
の
指
揮
官
を
先
頭
に
主
要

装
備
品
が
堂
々
の
行
進
を
披
露
し
た
。
ま

た
、
車
両
装
備
品
紹
介
・
駐
屯
地
が
災
害

派
遣
等
を
担
任
す
る
各
市
町
旗
の
紹
介
も

行
っ
た
。

式
典
終
了
後
、
防
衛
大
学
校
ド
リ
ル
・

装
備
品
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
に
よ
る
書
道
・
模
擬
戦
闘
訓
練
等
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
観
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。
特
に
、
模
擬
戦
闘
訓
練
で
は
、

戦
車
や
九
四
式
水
際
地
雷
敷
設
装
置
等
、

各
種
装
備
が
連
携
し
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

訓
練
を
展
示
し
、
来
場
者
は
驚
き
と
興
奮

を
隠
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。
ま
た
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
書
道
で
は
、
九
二
式
地

雷
原
処
理
車
と
連
携
し
「
関
東
ド
真
中
」

を
完
成
さ
せ
る
と
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
っ

た
。ち

び
っ
こ
広
場
や
売
店
等
は
絶
え
ず
来

場
者
で
賑
わ
い
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

昼
か
ら
は
、
体
育
館
に
お
い
て
祝
賀
会

食
が
行
わ
れ
、
駐
屯
地
協
力
者
等
が
多
数

参
加
す
る
中
で
隊
員
を
交
え
親
睦
を
深
め

る
事
が
で
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

装備品アトラクション

祝賀会食 油圧書道 防衛大学校ドリル

模擬戦闘訓練 観閲行進

観閲部隊

執行者(平栗陸将補)

、



（２） 平成２ ９年７月１ ２日

茨城地本 竹原１尉
１０月２３日付

業務隊 鈴木３佐
９月１０日付

支処 梅野曹長
９月２９日付

古
河
駐
屯
地
各
部
隊

等
は
、
三
月
十
四
日
か

ら
五
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
で
九
社
、
計
百
十

三
名
の
企
業
生
活
体
験

を
実
施
し
た
。

企
業
生
活
体
験
で
は
、

企
業
の
要
望
で
あ
る
、

規
律
心
・
団
結
心
の
向

上
に
重
点
を
お
き
、
基

本
教
練
や
格
闘
訓
練
・

連
結
訓
練
・
行
進
・
重

材
料
運
搬
・
体
力
測
定

・
心
肺
蘇
生
法
・
目
測

等
の
体
験
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
の
任
務

等
も
説
明
し
、
多
岐
に

わ
た
る
活
動
な
ど
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
て
い

た
。着

隊
し
た
参
加
者
は
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
あ

っ
た
が
、
隊
員
達
と
接

す
る
う
ち
に
積
極
的
に

質
問
を
し
た
り
、
返
事

も
大
き
く
な
っ
て
い
き
、

緊
張
感
は
無
く
な
っ
て

い
っ
た
。

終
了
し
た
参
加
者
か

ら
は
、
「
基
本
教
練
等

で
の
集
団
行
動
や
、
人

を
指
揮
す
る
事
が
難
し

か
っ
た
。
」
「
集
団
生

活
に
戸
惑
っ
た
が
、
楽

し
く
過
ご
せ
た
。
」

「
色
々
な
事
を
体
験
す

る
こ
と
が
出
来
て
、
勉

強
に
な
っ
た
。
」
等
感

想
を
述
べ
た
。

三
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

内
容
の
濃
い
体
験
と
同

期
の
絆
を
深
め
、
参
加

者
達
は
駐
屯
地
を
後
に

し
た
。

心肺蘇生法 重材料運搬

体力測定 格闘訓練

支処 堀越曹長
１０月４日付

支処 羽生１曹
９月２０日付

七
月
六
日
、
新
隊
員
教
育

隊
は
、
体
育
館
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
新
隊
員
教

育
課
程
（
後
期
）
入
隊
式
を

実
施
し
た
。

前
期
教
育
を
終
了
し
、
精

悍
な
顔
つ
き
と
な
っ
た
五
十

八
名
の
隊
員
達
が
、
き
び
き

び
と
し
た
動
作
で
式
に
臨
ん

で
い
た
。

執
行
者
の
第
四
施
設
群
長

は
、
要
望
事
項
と
し
て
「
挑

戦
せ
よ
・
一
丸
と
な
れ
」
を

上
げ
、
「
一
人
一
人
が
工
夫

と
努
力
を
も
っ
て
、
施
設
科

技
術
を
体
得
す
べ
く
、
教
育

に
励
ん
で
ほ
し
い
。
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
祝
賀
会
食
が
行

わ
れ
、
代
表
者
挨
拶
で
は
、

「
施
設
技
術
を
学
び
、
同
期

と
の
絆
を
大
切
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
」

と
教
育
の
抱
負
を
述
べ
た
。

目測

連結訓練 基本教練

行進

宣言 教育隊旗授与 献血ふれあいパーティ（堤防視察）

六
月
八
日
、
曹
友
会
は
古

河
駐
屯
地
に
お
い
て
献
血
活

動
を
実
施
し
た
。

隊
員
の
協
力
に
よ
り
、
六

十
三
名
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
た
。

次
回
は
九
月
二
十
日
、
駐

屯
地
厚
生
セ
ン
タ
ー
前
に
お

い
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
隊
員
の
協
力
を

お
願
い
す
る
。

六
月
二
十
五
日
、
常
総
市

に
お
い
て
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ

ィ
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
決
壊
し
た
堤
防

の
視
察
及
び
被
害
状
況
並
び

に
工
事
進
捗
状
況
の
説
明
を

受
け
た
の
ち
、
被
災
者
の
方

か
ら
体
験
談
を
伺
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
達
は
バ

ー
べ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
親
睦

を
深
め
た
。
次
回
は
七
月
二

十
三
日
を
予
定
し
て
い
る
。



五
月
九
日
か

ら
二
十
日
の
間
、

東
富
士
演
習
場

定
期
整
備
実
働

訓
練
に
参
加
し

た
。
隊
は
、
前

段
訓
練
に
お
い

て
、
第
二
次
隊

野
営
訓
練
を
実

施
し
、
作
戦
地

域
に
お
け
る
自

衛
警
戒
戦
闘
及

び
水
戸
地
区
で

の
渡
河
訓
練
を

実
施
し
、
そ
の

練
度
向
上
を
図

後
段
訓
練
に

お
い
て
は
、
Ｐ

Ｋ
Ｏ
等
想
定
下

の
警
備
訓
練
を

実
施
し
つ
つ
機

力
支
援
、
採
礫

場
の
運
営
及
び

停
弾
堤
至
道
排

水
設
備
整
備
等

の
各
種
施
設
支

援
を
実
施
し
、

隊
務
全
般
に
お

け
る
能
力
の
向

上
を
図
る
と
と

も
に
、
団
の
任

務
達
成
に
寄
与

し
た
。

ま
た
、
全
期

間
を
通
じ
、
各

級
隊
員
が
安
全

規
律
を
厳
守
す

る
と
と
も
に
、

全
員
が
一
致
団

結
し
、
一
件
の

事
故
も
な
く
、

任
務
を
達
成
す

る
こ
と
が
出
来

た
。

六
月
四
日
、
駐
屯
地
創

立
記
念
行
事
の
実
施
に
合

わ
せ
て
部
隊
家
族
間
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

隊
員
家
族
に
共
済
業
務
及

び
家
族
支
援
の
説
明
を
実

施
し
た
。

（３） 平成２ ９年７月１ ２日

実弾射撃

３０００ｍ走家族説明会

草刈ネット(折畳み可能キャスター付)及び草刈刃

渡河訓練 先行班の行動 索敵警備訓練

」

五
月
十
六
日
、
宇
都

宮
駐
屯
地
射
撃
訓
練
場

に
お
い
て
小
火
器
（
小

銃
）
射
撃
検
定
を
実
施

し
た
。
各
隊
員
は
射
撃

予
習
等
の
訓
練
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

四
月
二
十
七
日
、
平
成

二
十
九
年
度
体
力
検
定
を

実
施
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
全
隊
員
、
最
高
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
し

た
。

草
刈
り
シ
ー
ズ
ン
到

来
と
な
り
、
業
務
隊
で

は
極
力
小
石
等
が
飛
ば

な
い
草
刈
刃
、
草
刈
ネ

ト
を
購
入
し
事
故
防

止
を
行
っ
て
い
る
。
各

部
隊
も
積
極
的
に
活
用

さ
れ
た
い
。

各種説明会隊員家族間懇談

５０ｍ疾走

ッ

っ
た
。

バケットローダの故障探究

重材料運搬 ＯＢ会長も交え記念撮影

渡河ボート整備現場の視察状況

五
月
二
十
三
日
か
ら

二
十
五
日
の
間
、
積
水

ハ
ウ
ス
株
式
会
社
三
十

六
名
に
対
し
、
隊
内
生

活
体
験
支
援
を
実
施
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
二

年
連
続
の
支
援
と
な
っ

た
が
、
教
官
・
助
教
と

し
て
参
加
し
た
隊
員
に

と
っ
て
も
、
指
導
力
向

上
に
繋
が
る
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
。

保
管
分
類
課
荒
井
一

曹
は
、
四
月
十
日
か
ら
、

南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設

隊
撤
収
支
援
、
そ
の
後
、

ケ
ニ
ア
等
に
お
い
て
後

送
業
務
を
実
施
し
、
六

月
二
十
七
日
、
任
務
を

完
遂
し
て
、
無
事
帰
国

し
た
。

同
月
三
十
日
の
帰
国

行
事
に
は
、
古
河
補
給

処
Ｏ
Ｂ
会
長
も
駆
け
つ

け
、
全
隊
員
で
荒
井
一

曹
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

四
月
四
日
、
第
十
四

代

関
東
補
給
処
長

山
内
陸
将
の
初
度
視
察

を
受
察
し
た
。

駐
屯
地
司
令
（
平
栗

将
補
）
表
敬
後
、
支
処

を
視
察
さ
れ
た
処
長
は
、

全
隊
員
を
前
に
、
「
重

村
支
処
長
を
核
心
と
し

て
、
作
戦
行
動
の
根
幹

た
る
施
設
器
材
の
補
給

整
備
等
支
援
任
務
を
完

遂
し
て
も
ら
い
た
い
。

と
訓
示
を
述
べ
ら
れ
た
。

五
月
十
日
か
ら
二
十

日
の
間
、
春
季
東
・
北

富
士
演
習
場
定
期
整
備

支
援
を
実
施
し
た
。

こ
の
間
、
グ
レ
ー
ダ
、

ド
ー
ザ
等
の
整
備
用
部

品
の
請
求
等
三
十
四
品

目
七
十
七
点
に
対
し
、

古
河
駐
屯
地
か
ら
現
地

ま
で
の
輸
送
七
回
等
、

迅
速
に
対
応
し
、
演
習

場
整
備
部
隊
の
任
務
完

遂
に
寄
与
し
た
。



六
月
七
日
か
ら
八
日
ま

で
の
間
、
三
和
高
校
の
二

年
生
六
名
に
対
し
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
学
習
）
支
援
を
行
っ
た
。

当
初
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
自
衛
隊
の
行

動
、
任
務
、
各
職
種
等
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
駐

屯
地
見
学
・
基
本
教
練
・

救
急
法
・
装
備
品
展
示
・

行
進
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
行
進
後
に
食
べ

た
昼
食
の
戦
闘
糧
食
一
型

（
缶
飯
）
で
は
、
初
め
て

使
う
缶
き
り
の
扱
い
に
手

間
取
り
な
が
ら
も
、
お
い

し
そ
う
に
完
食
し
て
い
た
。

学
生
達
は
、
就
業
選
択

の
た
め
積
極
的
に
取
り
組

み
、
将
来
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
が
出
来
た
よ
う

だ
。

四
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で

の
間
、
中
隊
は
株
式
会
ス
ミ

ハ
ツ
で
働
く
新
入
社
員
二
十

六
名
に
対
し
、
生
活
体
験
支

援
を
行
っ
た
。

規
律
心
・
団
結
強
化
を
重

視
し
、
基
本
教
練
・
救
急
法

教
育
等
を
行
う
と
と
も
に
、

課
外
は
整
理
整
頓
要
領
・
ベ

ッ
ト
メ
イ
ク
・
清
掃
指
導
等

を
行
っ
た
。

総
合
訓
練
と
な
る
十
キ
ロ

行
進
で
は
、
傷
病
者
発
生
の

状
況
付
与
に
も
適
切
に
対
応

す
る
等
、
随
所
に
練
成
の
成

果
を
発
揮
し
た
。
訓
練
終
了

時
に
は
参
加
者
の
逞
し
い
姿

が
見
ら
れ
た
。

五
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
間
、
第
一
施
設

団
が
実
施
す
る
春
季
東
富

士
演
習
場
定
期
整
備
実
動

訓
練
に
参
加
し
、
野
整
備

支
援
を
実
施
し
た
。
こ
の

際
、
本
訓
練
を
部
隊
練
成

の
場
と
し
て
活
用
し
、
野

外
に
お
け
る
整
備
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

本
訓
練
間
に
お
い
て
は

例
年
と
比
較
し
て
主
要
装

備
品
の
故
障
発
生
が
少
な

く
、
日
頃
の
第
一
線
部
隊

と
の
連
携
に
よ
る
故
障
の

未
然
防
止
へ
の
取
組
み
の

成
果
が
現
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
故
障
の
発
生
時

に
お
い
て
は
、
古
河
支
処

を
は
じ
め
関
東
補
給
処
の

支
援
を
受
け
て
速
や
か
に

部
品
を
入
手
し
、
迅
速
な

復
旧
を
図
っ
た
。

懇親会記念写真

（４） 平成２ ９年 ７月 １ ２日

集合写真

野外整備 グレーダブレーキバルブインナーキット交換宿営地の警備

装備品説明

検査状況

ダンプによる走行散布

優秀隊員 小島１士

、

六
月
四
日
、
中
隊
は

駐
屯
地
創
立
六
十
三
周

年
記
念
行
事
に
併
せ
て
、

中
隊
の
創
隊
八
周
年
記

念
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

懇
親
会
に
は
、
Ｏ
Ｂ
及

び
第
二
高
射
特
科
群
長
、

群
最
先
任
上
級
曹
長
に

も
参
加
し
て
頂
き
、
中

隊
隊
員
と
の
懇
親
会
に

よ
り
、
相
互
の
親
睦
を

よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

よ
う
な
場
を
大
切
に
し
、

中
隊
の
更
な
る
発
展
を

図
る
。

五
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習

場
で
実
施
さ
れ
た
、
春
季
東
富
士
演
習
場
定
期
整
備

実
動
訓
練
に
参
加
し
た
。

訓
練
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
想
定
し
、
宿
営
地
の
警
備

及
び
作
業
地
域
を
警
備
し
つ
つ
整
備
作
業
を
実
施
し
、

総
運
土
台
数
四
九
九
台
・
二
九
九
四
㎥
の
ダ
ン
プ
作

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
設
器
材
に
よ
る
積
載

支
援
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
朝
礼
時
を
活
用
し
、
安

全
教
育
等
を
実
施
し
て
、
安
全
意
識
を
高
め
、
整
備

作
業
を
通
じ
て
、
若
年
隊
員
の
操
縦
技
術
の
向
上
を

図
っ
た
。

六
月
二
十
七
日
か
ら

二
十
八
日
の
間
、
東
部

方
面
会
計
隊
長

菅
野

一
佐
に
よ
る
隊
務
視
察

を
受
察
し
た
。

隊
務
運
営
状
況
に
つ

い
て
確
認
・
指
導
を
受

け
、
事
後
の
整
斉
円
滑

な
隊
務
運
営
の
資
と
な

っ
た
。

五
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
間
、
春
季
東
富

士
演
習
場
定
期
整
備
実
働

訓
練
に
会
計
同
行
支
援
班

と
し
て
、
三
名
が
参
加
し
、

整
備
隊
に
必
要
な
借
上
器

材
に
係
わ
る
調
整
、
糧
食

品
現
地
調
達
及
び
緊
急
調

達
対
応
等
を
実
施
し
た
。

第
一
施
設
団
長
よ
り
、

優
秀
隊
員
と
し
て
小
島
一

士
が
表
彰
を
受
け
た
。

行進昼食（缶飯）

六
月
十
五
日
、
派
遣
隊

は
中
隊
に
よ
る
平
成
二
十

九
年
度
前
期
情
報
管
理
検

査
を
受
検
し
た
。

中
隊
長

久
々
江
一
尉

の
到
着
後
、
隊
長
に
よ
る

状
況
報
告
と
派
遣
隊
が
管

理
す
る
各
施
設
の
巡
視
が

行
わ
れ
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ

が
各
施
設
で
対
応
を
行
っ

た
。

施設巡視を行う中隊長の久々江１尉

情
報
管
理
検
査
で
は
、

中
隊
の
検
査
官
が
派
遣
隊

内
に
お
い
て
個
人
情
報
、

文
書
や
デ
ー
タ
等
の
情
報

の
保
管
が
合
規
適
性
に
行

わ
れ
て
い
る
か
の
検
査
が

行
わ
れ
た
。

次
回
の
後
期
情
報
管
理

検
査
に
向
け
て
、
引
き
続

き
指
摘
事
項
な
し
を
目
指

し
て
各
種
情
報
管
理
の
万

全
を
期
し
た
い
。


